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大蔵海岸施設の管理運営状況報告(２０２３年度） 

施設所管課 都市局道路安全室海岸・治水課 

１ 指定管理者 

(1)指定管理者 神戸新聞事業社・兵庫県サッカー協会共同事業体 

(2)指定期間 2023年４月 1日～2028 年３月 31日 

(3)指定管理料 協定締結額  １３２，５００千円 決算額 １３５，２４６千円 

（参考：2022 年度協定締結額  １３９，３００千円 

 決算額 １４２，１６０千円 多目的広場を含む） 

(4)管理体制 常勤職員８人 非常勤職員２人 

２ 評価項目 

（１）顧客満足度 

 

①アンケート調査等の実施状況 

・大蔵海岸の来場者対象  （下表は平均値） 

 （2023年度回答数 ９月 150人、12月 100人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大蔵海岸多目的広場の来場者対象  

 （2023年度回答数 １１月１日～１月３１日の期間 150 人） 
 

質問項目 

2023 年度 

満足 

(多い・ 

知ってい

る) 

普通 

不満 

(少ない・ 

知らない) 

無回答 

1 施設内の環境 77.3％ 20.7％ 0％ 2.0％ 

2 各種催物の回数 8.0％ 30.7％ 59.3％ 2.0％ 

3 海水浴場の認知度 66.0％ ― 32.7％ 1.3％ 

4 全体的満足度 78.0％ 20.0％ 0％ 2.0％ 

質問項目 
2023 年度 

満足 普通 不満 無回答 

1 職員の対応 41.3％ 52.7％ 1.3％ 4.7％ 

2 利用者のマナー 34.7％ 58.0％ 2.0％ 5.3％ 

3 全体的満足度 45.3％ 49.3％ 1.3％ 4.0％ 
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②利用者からの

主な苦情とそ

の対応等 

（大蔵海岸、大蔵海岸多目的広場） 

公園内での喫煙、ハトへの餌やり、スケボーで遊んでいる人がいるのでやめさ

せてほしいなど、他者の利用マナーに関する苦情が寄せられた。公園の利用マ

ナーについては、パトロール時など直接利用者に声をかけるとともに、園内放

送や啓発看板を設置するなど広く周知しマナーアップに努めた。 

多目的広場では、人工芝の傷みについて補修や全面張替を希望する意見が多く

寄せられた。グラウンドをはじめフェンスやネットなどの補修について、迅速

に対応し、適切な施設の維持管理に努めた。 

 

 

 

 

 

所管課コメント アンケート調査の結果から公園および多目的広場ともに、満足と普通の合計が

90％を超えており、利用者の満足度は概ね高い。 

利用者からの苦情等については、丁寧に対応しており、適切に管理運営してい

ると思われる。 

今後も、安全で安心して利用いただけるよう努めるとともに、利用者の苦情・

要望の原因を慎重に分析し、さらに満足度が向上するよう、利用者ニーズに応

じたサービスの提供や環境づくりを期待する。 
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（２）事業達成度 

①事業・業務の実施状況 

 ・運営業務 

（大蔵海岸） 

土・日及び祝祭日、年末年始を休まず、年間を通じて業務を行うことで、

利用者の便宜を図るとともに、緊急時の対応に万全を期している。 

（大蔵海岸多目的広場） 

年始（1/1～1/3）の休場日以外は無休で業務を行い、個人をはじめ各種

大会の利用申請の受付、利用料金の徴収など適切な施設運営を実施した。 

（大蔵海岸・大蔵海岸多目的広場） 

新聞及びホームページやSNSなどインターネットにより広報し、来場者

が利用しやすいよう情報発信に努めた。 

・維持管理 

（大蔵海岸） 

園内植栽の維持管理のほか、こども広場の遊具の保守点検、駐車場機器

の点検・整備については専門業者に委託し、その他園内各施設の点検・

保守整備については、指定管理者職員及び委託警備員により実施した。 

（大蔵海岸多目的広場） 

人工芝や防球ネットなど設備の日常点検や清掃、クラブハウスの清掃な

ど指定管理者職員により実施した。 

（大蔵海岸・大蔵海岸多目的広場） 

日常業務で発見した損傷等については、応急措置を行った後、必要な補

修業務を実施した。 

・多目的広場人工芝補修 

・遊具修繕  

・トイレ設備修繕  ほか 

・提案事業等 

７事業を実施 

主な事業 

６月１７日～１０月９日 

 自然観察事業（自然観察センター等開設） 

利用者数 約１，２００人 

７月３０日 

 真夏の小さな雪遊び 

利用者数 約６，０００人 

１２月１５日～１月８日 

大蔵海岸ハートフルイルミネーション２０２３ 

 

・その他業務 

４月１８日、７月１２日、１１月９日、１月３０日 

明石市・国土交通省と合同砂浜点検を実施 
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＜提案事業等 大蔵海岸多目的広場＞ 

提案事業３９９事業、誘致事業８８９事業を実施 

主な事業 

４月１日～３月３１日 

個人フットサルの開催（１１３回 利用者１，７３５人） 

４月２日～３月３１日 

グラウンド・ゴルフデーの開催（８５回 利用者１，２５５

人） 

４月１日～３月３１日 

フレンズデーの開催（１０３回 利用者１，０１３人） 

４月１日～３月３１日 

ゴールキーパースクールの開催 

（７７回 利用者３２１人） 

４月１日～３月３１日 

フットサルや少年サッカー大会等の誘致 

（２６回 利用者４，４４５人） 

３月２４日 

ヴィッセル神戸親子サッカー教室２０２３ 

（参加者１２０名） 

４月１日～３月３１日 

サッカースクールの誘致 

（１２スクール ８５４回 利用者２５，５５１人） 
 

 
②施設等の利用状況 

 実施状況（実績） 2023 年度 2022 年度 2021 年度 

大蔵海岸駐車場 

利用台数 

１４４，０５４台 

（内、大型自動車３１８台） 

１４９，８６７台 

（内、大型自動車３０２台） 

１４６，７６４台 

（内、大型自動車１１３台） 

大蔵海岸海水浴場 

利用者数 
９８，０００人 １０３，０００人 

新型コロナウイルス

の影響により不開設 

大蔵海岸多目的広場 

利用者数 
５３，７６３人 ５７，４８１人 ５３，０９４人 

 所管課コメント 

（大蔵海岸） 

・大蔵海岸磯浜を活用した自然観察事業を実施した。利用者が海の生き物などについて気軽に観

察や調べものができるように努めたほか、本格的な新聞がつくれるクラウド型アプリ「ことまど」

を使用した自然観察新聞の体験会も実施した。また、近隣の小学校とも連携し、授業の一環とし

て磯浜を活用してもらえるよう利用調整を図った。他にも海水浴にあわせて真夏の小さな雪遊び

や冬場にはハートフルイルミネーション 2023 を実施するなど、ファミリー層をはじめとした来

場者が楽しめるようなイベントを展開した。 

・年中無休で業務を行っており、利用者や近隣住民に対し敏速かつ丁寧な対応を図るとともに、

緊急時の対応にも警察をはじめ関係機関と円滑に連携し万全を期している。 

（大蔵海岸多目的広場） 

・施設は適切に管理運営している。利用者ニーズに応え、新たにゴールキーパースクールを開催

した。引き続き、利用者目線でのサービスの拡充を期待する。 
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（３）事業収支について 

①収支状況    

（単位：千円） 

 項目 ２０２３年度 ２０２２年度 ２０２１年度 

収入合計(A) １７１，４９７ １７７，２２８ １９１，３８９ 

内訳 

指定管理料  １３２，５００  １３９，３００ １５６，０００ 

利用料収入 ２５，９９３ ２６，５５０ ２３，５０１ 

実施事業収入 ２，４９５ ３，０４６ ２，０１７ 

精算返戻金 ２，７４６ ２，８６０ ４，９３９ 

その他収入 ７，７６３ ５，４７２ ４，９３２ 

支出合計(B) １６２，３１５ １６５，００３ １８０，２５１ 

内訳 

人件費 ３９，４８２ ３９，７６２ ４２，６９８ 

管理費（事務

費、物件費、一般

管理費を含む） 

１０４，５５０ １０７，２５６ １０３，９０８ 

負担金 ０ ２５ ３９ 

実施事業費 ９，２２６ ８，６３１ ２５，２０６ 

その他支出 ９，０５７ ９，３２９ ８，４００ 

収支(A-B) ９，１８２  １２，２２５  １１，１３８  

                      

  

②使用料等の収入状況 

（単位：千円） 

項目 ２０２３年度 ２０２２年度 ２０２１年度 

大蔵海岸駐車場(市収入) ４１，８８９ ４４，５４８ ３９，５２５ 

大蔵海岸多目的広場 

（利用料金制による指定管理者収入） 
２５，０６９ ２８，４２１ ２５，５１８ 

  

所管課コメント 

・収支状況については、適正に処理されている。 

・協定締結額（１３２，５００千円）は、精算の結果、施設の修繕に費用を要したため１３５，

２４６千円で決算した。 

 

３ その他評価の参考となる特記事項 

・過去１８年間の指定管理者としての経験とノウハウを活用しながら実情にあった改善を踏まえ

て管理業務を実施した。 
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４ 所管課総合評価 

・利用者から寄せられる公園の利用方法や利用マナーに関する様々な苦情・要望等にも丁寧に対

応している。 

・巡回警備、施設の修繕を適切に実施しており、利用者に対する安全・安心の取り組みは評価で

きる。  

・収支状況については、効率的な事業運営により支出が抑制され結果プラスとなった。維持管理業

務については、細分化し管理することで、さらに支出を抑制することができると思われる。 

以上のことから、令和５年度においては概ね適正な管理運営がなされていると認められる。今後

についても、より利用者が安全に安心して利用でき、また利用者や近隣住民の目線も意識した施設

の管理運営を求めていく。加えて、各施設利用者及び使用料等収入が増加するよう運営するととも

に、利用者ニーズに応じた新たな提案事業等を展開するなど大蔵海岸の更なる利用の活性化が図れ

るように、市としても指導、監督に努める。 

 


